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少年法

2008 年から 2年にわたり本誌に連載された「入門講義 少年法」が，少年法の改正などを
踏まえて大幅に加筆・修正され，一冊の本になりました。
マスコミ等で少年犯罪がセンセーショナルに取り上げられるたびに，「少年法が子供を甘や

かしている」といった声が広がりがちです。しかし本書を読めば，「少年の健全育成」という一貫した
基本理念の下で少年法を理解し，運用していくことの重要性が分かると思います。
　少年法の基本理念と手続の流れがまとめられている第 1章をまずは押さえ，その上で，第 2章から
9章までの各手続に進みましょう。第 1章の直前に「手続の流れ」の図がありますので，時折振り
返って「現在位置」を確認して下さい。第 10章は少年事件の報道という関心を引くテーマです。最終
章では，少年法のこれまでの改正の経緯がまとめられていますので，時系列で少年法をつかむことがで
きます。
　学生の読者のみなさんは，本書のほか，犯罪白書等も参照し，また刑事政策にまで関心を広げていく
と，本書の理解がより深まるのではないでしょうか。（S）
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第 6 章　上　訴

上訴制度の概要／抗告／
不利益変更禁止の原則

第 7 章　保護処分の取消し

制度の趣旨／保護処分終了後の取消し／
取消しの範囲・効果／審判不開始・
不処分決定の取消し　など

第 8 章　少年保護事件の補償
第 9 章　少年の刑事裁判
公判手続／少年に対する処分／
少年の刑事裁判における量刑

第 10 章　少年事件の報道

推知報道の禁止／推知報道による損害賠償

第 11 章　少年法改正の歴史

現行法制定後の改正論議／
平成 12 年・19 年・20 年・26 年改正　など
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